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第５部

プラン推進の仕組み

１ プラン推進に向けて（連携と協力の推進）

２ プランの点検・評価・見直し

第５部 プラン推進の仕組み
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第５次秋田市障がい者プラン

１ プラン推進に向けて（連携と協力の推進）１ プラン推進に向けて（連携と協力の推進）

プラン推進のために、国、県、市等、行政による対応だけではなく、障がい者団体

や福祉関係事業者、企業、地域、市民等、地域社会全体で、あらゆる方面からの支援

を行っていきます。

障がいのある方も社会活動の担い手として、あらゆる分野の活動に参加することが

望まれます。そのためには、行政をはじめとした各関係機関が、障がいのある方のニ

、 「 」「 」 、ーズや社会の変化を的確にとらえ 今まで以上に 連携・協力 役割分担 を強化し

地域社会における共生の実現に向けて、障害福祉サービスの充実等、障がいのある方

の日常生活および社会生活を総合的に支援するための取組を進めていきます。

行政

国および他の地方公共団体

と連携、協調することで、

障がい者等が住み慣れた地

域で安心して暮らせるしく

みづくりを推進する。企業

障がい者等の雇

用の拡大を図る

ことで、地域で

共生する社会の

実現への推進が

期待される。

障がいのある方

共生する社会の実現に向けて

あらゆる分野の活動への参加

が望まれる。

障がい者団体

障がい者等が行

う活動に対する

支援を行うこと

で、共生する社

会の実現への推

進が期待され

る。

市民

障がい者等への正し

い知識と理解を持つ

ことで、障がい者等

の社会からの孤立を

防ぐことなどが期待

される。

地 域

地域の絆をよりいっ

そう育むことで、障

がい者等が、安心し

て暮らせる環境づく

りが期待される。
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２ プランの点検・評価・見直し２ プランの点検・評価・見直し

プランの点検・評価については 「ＰＤＣＡサイクル」に基づいて行います。継続的に、

計画の進捗状況を点検・評価することで、効果的にプランを推進するとともに、必要な

見直しを行います。

また、財政状況や社会情勢の変化、法律改正等によっても、必要な見直しを行い、施

策・事業の重点化を図ります。

１ 評価の方法
毎年度、施策の展開で設定した【取組の目標】の進捗状況等を踏まえ、評価します。

２ 推進体制
「秋田市社会福祉審議会障がい者専門分科会」および「秋田市地域福祉計画等推進庁

内連絡会」において、毎年度、計画の評価を行います。

財政状況や社会情勢の変化、法律改正等に応じて、適宜計画の見直しを行います。

３ 調査、情報の収集・提供
プランの進行管理や見直しが効果的かつ効率的に行われるよう、地域の状況調査や関連

情報の収集に努めながら、わかりやすく情報を提供していきます。

第５部 プラン推進の仕組み


